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10
月
25
日
、
汗
ば
む
ほ
ど

の
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
連

合
三
田
会
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
は
、
塾
員
と
呼

ば
れ
る
慶
應
義
塾
大
学
卒
業

生
の
同
窓
会
で
あ
る
が

（http://www.rengo-
mitakai.keio.ac.jp/

）、
医

学
部
卒
業
生
も
毎
年
、
救
護

班
、
講
演
会
、
健
康
相
談
な

ど
で
参
画
し
て
い
る
。
今
年

　

平
成
27
年
度
三
四
会
全
国

支
部
長
会
が
10
月
17
日

（
土
）
18
時
よ
り
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
30
名
の
支
部
代
表

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
堀
内
行
雄
支
部
担

当
理
事
で
、
武
田
純
三
会
長

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
ま
し

た
。
冒
頭
、
戸
山
芳
昭
慶
應

義
塾
常
任
理
事
か
ら
、
世
界

に
冠
た
る
大
学
病
院
・
総
合

医
学
府
の
構
築
に
向
け
た
医

学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
岡

野
栄
之
医
学
部
長
よ
り
１
０

０
周
年
を
迎
え
て
教
育
・
研

究
・
診
療
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
の
施
策
と
人
員
配
置

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
竹
内
勤
病
院
長
か
ら
は

５
人
の
副
病
院
長
を
始
め
と

す
る
組
織
体
制
と
経
営
状
況

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
長
代
表
と
し
て
、

横
浜
支
部
の
八
十
島
支
部
長

よ
り
支
部
の
活
動
状
況
が
報

告
さ
れ
、
支
部
活
動
の
さ
ら

な
る
活
性
化
が
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
三
四
会
か
ら
事

業
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
武
田
会
長
か
ら
新

病
院
棟
建
設
事
業
の
進
捗
状

況
と
募
金
活
動
の
現
況
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
募
金
活
動

へ
の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
後
の
三
四

会
運
営
の
方
向
性
と
し
て
、

支
部
活
動
支
援
、
地
域
三
田

会
と
の
連
携
、
医
師
会
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
三
四
会
員
と

の
連
携
、
医
師
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
支
援
、
赤
倉
山
荘
運
営
等

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
渡
辺
真
純
副
会
長

よ
り
新
病
院
棟
（
１
号
館

Ⅰ
）
竣
工
な
ど
新
病
院
棟
建

設
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
写

真
等
を
用
い
て
詳
細
に
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

末
岡
浩
募
金
担
当
理
事
よ
り

募
金
活
動
状
況
と
募
金
方
法

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
三
四
会
の
目
標
額
30
億

円
に
対
し
て
10
月
１
日
時
点

の
募
金
額
が
10
・
3
億
円
で

あ
り
、
今
後
も
三
四
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
募
金
活
動
を

推
進
し
て
い
く
必
要
性
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
古
梶
理
事

に
よ
り
慶
應
義
塾
端
艇
部
エ

イ
ト
ク
ル
ー
が
メ
ル
ボ
ル
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

ま
で
の
軌
跡
を
描
い
た
ビ
デ

オ
映
像
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
深
川
和
己
理
事
か
ら
は

第
10
回
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ

ー
（
Ｋ
Ａ
Ａ
）
が
盛
大
に
催

さ
れ
た
こ
と
、
11
月
28
日
に

赤
倉
山
荘
20
周
年
記
念
式
典

が
北
里
講
堂
で
催
さ
れ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
佐

藤
美
奈
子
理
事
か
ら
は
10
月

25
日
に
催
さ
れ
る
連
合
三
田

会
で
の
三
四
会
主
催
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
リ
ー
啓
子
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
全
国
支
部

長
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

全
国
支
部
長
会
の
後
、
19

時
よ
り
懇
親
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
武
田
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
江
東
区
支
部
長
の
尾

関
全
彦
君
（
39
回
）
の
乾
杯

で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
医
学

部
長
補
佐
の
高
橋
孝
雄
教

授
、
小
川
郁
教
授
、
天
谷
雅

行
教
授
、
安
井
正
人
教
授

と
、
副
病
院
長
の
長
谷
川
奉

延
教
授
、
佐
谷
秀
行
教
授
が

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

和
や
か
に
歓
談
が
進
む
中
、

各
支
部
代
表
か
ら
支
部
の
近

況
が
報
告
さ
れ
、
多
く
の
支

部
代
表
か
ら
募
金
活
動
へ
の

協
力
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

末
岡
浩
理
事
よ
り
募
金
活
動

に
活
用
す
る
た
め
の
慶
應
義

塾
大
学
病
院
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
近
藤
太
郎
理
事
よ
り
三

四
会
会
員
の
医
師
会
活
動
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

古
梶
清
和
副
会
長
の
閉
会
の

辞
に
引
き
続
い
て
、
応
援
指

導
部
Ｏ
Ｂ
の
山
上
淳
理
事
と

鈴
木
悠
史
君
（
93
回
）
の
エ

ー
ル
の
下
に
参
加
者
全
員
で

若
き
血
を
高
唱
し
、
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
の
１
０
０
年
へ
の

礎
と
な
る
新
病
院
棟
建
設
事

業
へ
の
気
運
の
高
ま
り
が
信

濃
町
か
ら
全
国
へ
広
が
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
夜
で

し
た
。

は
福
引
き
の
賞
品
も
例
年
に

ま
し
て
豪
華
と
な
り
（
ベ
ン

ツ
が
復
活
）、
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
は
多
く
の
人
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。

　

今
年
の
救
護
部
会
は
64
回

生
（
救
護
部
会
長　

長
谷
川

直
樹
君
）
が
連
合
三
田
会
か

ら
委
嘱
さ
れ
活
躍
し
た
。
一

方
、
三
四
会
は
石
田
浩
之
君

を
中
心
と
し
た
66
回
生
を
後

援
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー
、
医
学
部
講
演
会

を
開
催
し
、
三
四
会
赤
倉
山

荘
運
営
委
員
会
に
よ
る
赤
倉

山
荘
模
擬
店
を
出
店
し
た
。

開
会
前
よ
り
、
会
長
、
副
会

長
も
自
ら
チ
ラ
シ
を
配
り
、

医
学
部
イ
ベ
ン
ト
へ
勧
誘
し

た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
は
初
の
試
み
で
あ
る

が
、
中
学
生
以
下
を
対
象

に
、
本
物
の
手
術
器
具
で
手

技
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
予
約
は
早
く
に
埋
ま

り
、
参
加
し
た
子
供
達
は
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
外
科
医

の
指
導
の
も
と
、
わ
く
わ
く

体
験
を
し
た
。
大
人
も
興
味

を
持
つ
、
非
常
に
医
学
部
ら

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

講
演
会
は
岡
野
栄
之　

医
学

部
長
、
竹
内
勤　

病
院
長
の

挨
拶
の
後
、
放
射
線
科
教
授

　

陣
崎
雅
弘
君
（
66
回
）
に

「
切
ら
ず
に
身
体
の
中
を
視

る
〜
画
像
診
断
の
進
歩
〜
」

の
講
演
、
司
会
は
遠
藤
彩
佳

君
（
81
相
当
）
が
つ
と
め

た
。
今
年
は
受
付
の
場
所
変

更
の
影
響
も
あ
っ
た
の
か
、

比
企
能
樹　

連
合
三
田
会
会

長
、
戸
山
芳
昭
常
任
理
事
は

じ
め
、
２
４
０
人
近
い
参
加

も
大
人
気
で
、
用
意
し
た
お

饅
頭
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
、

30
分
で
完
売
と
な
り
、
多
く

の
塾
員
に
山
荘
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

上
記
３
会
場
と
Ｋ
Ｐ
会

　

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
こ

れ
か
ら
始
ま
る
産
学
連
携
の

門
出
を
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
委
員
会
が
担
う
。「
Ｊ
Ｓ

Ｒ
・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
化

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（JSR-Keio Univ. 

M
edical and Chemical 

Innovation Center

）
の
建

築
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
そ
の
新

し
い
研
究
棟
に
お
い
て
産
学

連
携
研
究
が
革
新
的
に
展
開

す
る
仕
組
み
を
協
議
す
る
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｒ
株
式
会
社
は
１
９

５
７
年
に
、
日
本
合
成
ゴ
ム

株
式
会
社
と
い
う
名
称
の
国

策
会
社
と
し
て
出
発
し
、
合

成
ゴ
ム
の
国
産
化
を
目
指
し

た
。
タ
イ
ヤ
素
材
な
ど
の
材

料
を
手
が
け
て
成
長
し
、
半

導
体
や
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
材
料
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
ま
で
、
様
々

な
マ
テ
リ
ア
ル
を
供
給
す
る

よ
う
に
な
り
発
展
し
た
。
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
関

連
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
、
医
学
生
物
学
研
究
所

（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
）
な
ど
を
も
つ
。

医
学
・
生
命
科
学
分
野
で
展

開
し
よ
う
と
い
う
Ｊ
Ｓ
Ｒ
の

将
来
計
画
と
、
研
究
推
進
を

産
学
連
携
で
進
め
る
と
い
う

本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
致
し

た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
新
研
究
棟

が
、
２
０
１
７
年
度
の
開
所

を
目
指
し
、
信
濃
町
キ
ャ
ン

パ
ス
の
北
別
館
西
側
の
グ
ラ

ン
ド
に
建
設
さ
れ
る
。
本
年

３
月
に
締
結
さ
れ
た
基
本
合

意
書
に
は
、
本
研
究
棟
の
建

設
の
目
標
と
し
て
「
健
康
長

寿
そ
の
他
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
の
新
た
な
医
療
分
野

の
展
開
を
支
え
る
材
料
・
製

品
開
発
な
ど
の
研
究
活
動
を

通
し
て
、
同
分
野
の
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

と
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
地
下
１

階
、
地
上
３

階
建
て
で
、

１
階
が
産
学

医
連
携
支
援

機
能
と
、
ラ

ウ
ン
ジ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー

ム
な
ど
の
人

々
が
交
流
・

連
携
す
る
空

間
で
あ
り
、

２
階
と
３
階

が
共
同
研
究

推
進
の
た
め

の
「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
」
で

あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
と
は
、
大
き
な
部
屋
に

実
験
台
が
い
く
つ
も
並
ん
で

い
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
京

都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所
、
通
称 

Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
（
サ

イ
ラ
）
や
、
東
京
女
子
医
科

大
学
先
端
生
命
医
科
学
研
究

所
、
通
称 

Ｔ
Ｗ
Ｉ
ｎ
ｓ
（
ツ

イ
ン
ズ
）
の
研
究
施
設
を
見

学
し
て
参
考
に
し
た
。
空
か

ら
見
る
と
、
口
を
開
い
た
ワ

ニ
の
よ
う
な
斬
新
な
外
見

（
に
な
る
は
ず
）
で
、
研
究

者
や
近
隣
住
民
の
安
全
や
環

境
に
配
慮
し
た
設
計
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｓ
Ｒ

と
Ｋ
ｅ
ｉ
ｏ
のInnovation 

Center

の
通
称
は
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ

（
ジ
ェ
イ
キ
ッ
ク
）
と
な
る

予
定
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
共
同
研
究
の
創

出
に
つ
い
て
は
、
９
月
30
日

か
ら
３
日
間
、
総
合
医
科
学

研
究
棟
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
さ

れ
た
Ｊ
Ｓ
Ｒ
技
術
説
明
会
を

受
け
て
、
個
別
相
談
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
Ｊ
Ｓ
Ｒ

と
慶
應
と
の
相
互
作
用
は
、

本
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
支
援

の
あ
り
方
の
企
画
立
案
に
役

だ
っ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
側
か
ら
提
出
さ

れ
る
複
数
の
課
題
に
つ
い

て
、
３
つ
以
上
の
教
室
・
部

門
横
断
型
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

申
請
を
公
募
す
る
ア
イ
デ
ア

や
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
関
連
企
業
と
の

１
：
１
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指

す
形
、
若
手
を
支
援
す
る
た

め
の
枠
組
み
作
り
な
ど
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

内
容
が
具
体
化
す
る
に
は
、

ま
だ
数
か
月
か
か
か
る
見
通

し
で
あ
る
が
、
皆
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
新
し
く
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
仕
組
み
を

目
指
し
て
い
る
。 

　
医
学
部
新
体
制
で
は
、
既
存
の
委
員
会
に
加
え
、
学
内

外
の
諸
事
情
の
急
な
動
き
に
対
応
す
べ
く
、
4
つ
の
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
進
化
の
過
程
で
生
き
延
び
た
生
物
は
、
最
強
の

生
物
で
は
な
く
、
環
境
の
変
化
に
適
応
で
き
た
生
物
で
あ

っ
た
と
い
う
生
命
の
歴
史
に
学
び
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
は
激
変
の
時
代
を
乗
り
切
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
医
学
部
長
　
岡
野
栄
之
　
62
回
）

趣
旨
：
２
０
１
６
年
12
月
竣
工
予
定
の
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應

義
塾
大
学 

医
学
・
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
のfloor plan

と
医
学
部
と
し
て
の
利
用
計
画
の
立

案
を
行
う
。

　

連
合
三
田
会
は
、
縦
横
の

つ
な
が
り
を
広
げ
、
強
固
に

す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
次

第
で
あ
る
。
最
後
に
な
り
ま

（
薬
学
部
同
窓
会
）
講
演
会

場
で
は
、
新
病
院
棟
を
紹
介

す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
世

界
に
冠
た
る
医
学
部
へ
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
。

し
た
が
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

（
佐
藤
美
奈
子　

65
回
）

　

こ
の
夏
に
竣
工
し
た
新
病

院
棟
１
号
館
Ⅰ
期
棟
は
順
調

に
移
転
作
業
が
進
み
、
10
月

末
の
時
点
で
連
絡
通
路
を
含

む
１
階
か
ら
６
階
ま
で
が
フ

ル
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
残
る
地
下
１
階
の
放
射

線
治
療
部
門
は
２
台
の
リ
ナ

ッ
ク
な
ど
が
年
末
か
ら
年
初

に
か
け
て
稼
働
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
移
転
・
稼

働
に
伴
い
来
春
の
１
号
館
Ⅱ

期
棟
の
着
工
に
向
け
て
、
工

事
エ
リ
ア（
中
央
棟
北
側
、臨

床
講
堂
、７
号
棟
、放
射
線
治

療
棟
、Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
な
ど
）

の
解
体
作
業
が
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
昭
和
44
年
に
建
設
さ
れ
た

本
館
臨
床
講
堂
は
独
特
の
12

角
形
の
構
造
か
ら
な
る
い
わ

ゆ
る
階
段
教
室
で
、
実
際
に

患
者
さ
ん
を
伴
っ
て
の
臨
床

講
義
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
三
四
会
員
の
皆
様
に
慣
れ

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
そ
の
50
年
あ
ま
り
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
央
棟
北
側
部
分
が

工
事
エ
リ
ア
と
な
り
通
行
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
動
線
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
病
院

正
面
玄
関
よ
り
東
校
舎
や
総

合
医
科
学
研
究
棟
（
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
）
方
面
に
向
か
う

際
に
は
病
院
建
物
の
東
側
ま

た
は
西
側
を
迂
回
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工

事
中
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
新
病
院
棟
開
設
準
備
室
長

 

渡
辺
真
純　

64
回
）

　

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
き
、
本
年
（
平
成
27

年
）
12
月
１
日
よ
り
、
労
働

者
50
人
以
上
の
事
業
場
に
お

い
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

と
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の

実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
域

（
三
四
会
員
の
多
く
が
勤
務

し
て
い
る
病
院
や
大
学
も
例

外
で
は
な
い
）
に
お
い
て
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
（
そ

れ
ら
の
多
く
が
う
つ
病
で
あ

る
）
を
き
た
す
者
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
本
制
度
の
実
施

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

者
の
増
加
を
受
け
て
の
対
応

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
い
く
ら
か
の
誤
解
も
み

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

最
も
よ
く
み
ら
れ
る
誤
解

は
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
早

期
発
見
（
二
次
予
防
）
す
る

た
め
に
行
う
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、「
高

ス
ト
レ
ス
者
」
と
判
定
さ
れ

た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
。
逆
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
で

あ
っ
て
も
低
ス
ト
レ
ス
で
あ

る
者
も
い
る
。
精
神
科
医
以

外
の
多
く
の
医
師
が
勘
違
い

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

「
高
ス
ト
レ
ス
状
態
」
イ
コ

ー
ル
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
」
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

高
ス
ト
レ
ス
状
態
が
長
く
続

い
て
い
る
者
ほ
ど
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
と
な
り
や
す

い
と
い
う
正
の
相
関
が
あ
る

た
め
、
高
ス
ト
レ
ス
者
に
は

面
接
指
導
を
し
て
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防

ぐ
（
一
次
予
防
）
と
い
う
の

が
、本
制
度
の
主
旨
で
あ
る
。

　

当
欄
の
読
者
諸
氏
に
も
、

常
勤
ま
た
は
非
常
勤
に
て
企

業
等
の
産
業
医
を
し
て
い
る

先
生
方
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
「
産
業
医

が
（
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
）
実
施
者
と
な
る
の
が
望

ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
ま
た
仕
事
が
増

え
る
の
か
」
と
心
配
さ
れ
る

向
き
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
ご
安
心
い
た
だ

き
た
い
。
57
項
目
の
職
業
性

ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
を
自

動
的
に
採
点
す
る
ソ
フ
ト
か

ら
、
面
接
指
導
や
さ
ら
に
は

精
神
科
医
の
紹
介
ま
で
し
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
す
で
に

目
白
押
し
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
あ
る
程
度
の
出
費
は
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
。

（
東
京
女
子
医
科
大
学
東
医

療
セ
ン
タ
ー
精
神
科

 

山
田
和
男　

精
70
回
）

者
が
あ
っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
歴
史
、
原
理
か
ら
始
ま

り
、
現
在
の
３
Ｄ
、
４
Ｄ
画

像
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
最
新
画

像
診
断
ま
で
を
、
素
人
に
も

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
解
説

い
た
だ
き
、
美
し
い
画
像
は

非
常
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
英
国

Ｅ
Ｍ
Ｉ
社
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

レ
コ
ー
ド
売
上
げ
で
得
た
利

益
を
投
入
し
て
Ｃ
Ｔ
を
開
発

し
た
と
い
う
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
無
侵
襲
や
低
侵
襲
に
な

り
つ
つ
あ
る
現
在
の
最
新
画

像
検
査
は
、
侵
襲
的
な
検
査

に
不
安
を
抱
く
多
く
の
聴
衆

に
希
望
を
与
え
、
医
学
部
以

外
の
参
加
者
か
ら
も
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後

は
吉
野
肇
一
評
議
員
会
議
長

の
挨
拶
で
会
を
締
め
、
三
々

五
々
、
記
念
館
前
の
三
四
会

懇
親
会
場
へ
移
動
し
た
。

　

赤
倉
山
荘
ブ
ー
ス
で
は
、

医
・
看
・
薬
３
学
部
の
Ｋ
Ａ

Ａ
委
員
達
が
大
活
躍
、
ミ
ョ

ー
コ
ー
さ
ん
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　

突
然
、
三
四
会
医
学
部

新
聞
編
集
室
よ
り
「
募
金

の
声
」
へ
の
執
筆
依
頼
状

が
送
付
さ
れ
て
き
ま
し

た
。「
あ
れ
ー
ー
、
え
え

ー
ー
ー
」
の
心
境
に
陥
り

ま
し
た
。
な
ぜ
私
に
？
良

く
見
て
み
る
と
募
金
委
員

長
に
Ｓ
先
生
の
名
前
が
あ

り
、「
勘
弁
し
て
く
だ
さ

い
よ
ー
ー
」
と
い
う
鷹
に

睨
ま
れ
た
う
さ
ぎ
の
心
境

に
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
、
関
連
病
院
の
産

婦
人
科
責
任
者
（
済
生
会

神
奈
川
県
病
院
、
け
い
ゆ

う
病
院
）
と
し
て
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
し
、
産
婦
人

科
学
教
室
同
窓
会
の
常
任

理
事
に
も
指
名
さ
れ
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
に

は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
か
つ
ま

た
ご
奉
公
も
し
て
き
ま
し

た
。
募
金
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
「
は
い
は
い
」
と

最
低
基
準
額
を
支
払
い
、

目
立
出
ず
に
生
き
抜
い
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
医
学
部
創

立
１
０
０
年
を
迎
え
る
２

０
１
７
年
度
を
目
指
し

て
、
新
病
院
棟
を
建
設
す

る
と
の
こ
と
、
ご
同
慶
の

至
り
で
す
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
は
も
ろ
手
を
挙
げ

て
賛
成
し
ま
す
。
で
、
寄

付
。「
え
ー
と
、
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
」、「
妻
と
相
談

し
な
き
ゃ
」、「
同
級
生
は

ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」、

「
孫
の
小
遣
い
減
ら
す
か

な
？
」、「
そ
れ
よ
り
自
分

の
昼
食
代
を
削
る
？
」
等

の
思
惑
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り

ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
妻

の
同
意
は
得
ら
れ
ま
し
た

が
、「
お
金
あ
る
の
？
」

の
重
い
一
言
。

　

「
は
い
、
お
金
あ
り
ま

せ
ん
」。
１
０
０
万
円
で

す
よ
ね
？
本
当
に
１
０
０

万
円
で
す
よ
ね
？
「
お
金

あ
り
ま
せ
ん
」。
10
万
円

で
も
き
つ
い
の
に
ー
ー

ー
。
あ
！
寄
付
し
た
暁
に

は
「
特
典
」
が
あ
る
と
の

こ
と
。
コ
ス
ト
パ
ー
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
重
視
す
る
今

日
こ
の
頃
、
目
を
大
き
く

し
て
見
て
み
ま
し
た
。
そ

の
１
は
芳
名
録
を
作
成

し
、
末
永
く
慶
應
義
塾
の

歴
史
に
留
め
、
慶
應
義
塾

の
機
関
紙
「
三
田
評
論
」

に
名
前
と
金
額
を
掲
載
。

う
ー
ん
、
す
ご
く
微
妙
で

す
。
そ
の
２
も
１
０
０
万

円
を
超
え
た
額
を
寄
付
す

る
と
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
銘
板
を
作
成
し
、

名
前
を
明
記
す
る
。
う
ー

ん
こ
れ
も
同
様
に
微
妙
。

普
通
、
特
典
と
い
う
と

「
え
ー
本
当
に
！
」
と
か

「
す
ご
ー
い
！
」
な
ど
の

反
応
が
付
い
て
く
る
も
の

で
す
。
と
い
う
訳
で
第
１

回
目
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
は
儚
く
も
ゴ
ミ
箱
へ
。

　

そ
れ
か
ら
も
何
回
と
な

く
募
金
関
係
書
類
が
自
宅

へ
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

同
窓
会
と
称
す
る
集
ま
り

に
も
必
ず
募
金
要
請
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
入
り
ま
し

た
。「
じ
ろ
り
ん
ち
ょ
、

と
睨
み
付
け
、
私
は
も
う

払
い
ま
し
た
よ
的
顔
」
を

し
て
そ
の
場
を
し
の
い
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
世

の
中
は
そ
ん
な
に
甘
く
あ

り
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と

と
し
て
寄
付
者
の
氏
名
一

覧
が
作
り
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
効
果
が
あ
り

ま
す
。
い
ま
ま
で
義
務
は

ち
ゃ
ん
と
果
た
し
て
き
た

自
負
の
あ
る
身
と
し
て
、

自
分
を
許
せ
な
く
な
り
、

実
現
可
能
な
方
法
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　

毎
年
25
万
円
を
４
年
間

支
払
う
と
い
う
方
法
で

す
。
こ
れ
で
す
と
、
12
月

の
ボ
ー
ナ
ス
時
に
支
払
え

ば
、
な
ん
と
な
く
痛
み
を

感
じ
ず
に
支
払
え
そ
う
で

し
た
。
さ
っ
そ
く
申
込
み

用
紙
に
記
入
し
、
預
金
口

座
よ
り
自
動
引
き
落
と
し

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

年
は
知
ら
な
い
間
に
寄
付

が
終
了
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
を
誤
魔
化
し
て
い
る

み
た
い
で
す
が
、
塾
長
よ

り
感
謝
状
が
届
き
、「
あ

れ
、
何
か
や
っ
た
っ
け
」

的
感
情
が
私
を
支
配
し
ま

し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
私
が
こ
の

文
章
を
書
い
て
も
、
寄
付

は
正
直
、
増
え
な
い
と
思

い
ま
す
。
寄
付
と
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
人
が

行
う
行
為
で
あ
り
、
す
で

に
、
そ
う
い
う
同
窓
生
は

寄
付
行
為
を
終
了
し
て
お

り
、
今
か
ら
お
願
い
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
方
々
に
対

し
て
は
い
く
ら
行
動
を
起

こ
し
て
も
、
効
果
は
低
い

と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら

こ
れ
か
ら
は
、
一
度
寄
付

さ
れ
た
方
々
に
も
う
一
度

お
願
い
し
て
金
額
を
上
乗

せ
し
て
い
た
だ
く
の
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
誠
に
強
引
な
意
見
で

す
が
、
目
標
額
の
半
分
に

も
届
い
て
い
な
い
現
状
で

は
そ
う
い
う
こ
と
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
ま
だ
こ
の
先

３
年
、
25
万
円
ず
つ
支
払

う
こ
と
で
一
杯
一
杯
で
す

が
。

　

と
は
言
え
、
私
達
の
好

意
が
つ
な
が
っ
て
、
後
世

に
残
る
す
ば
ら
し
い
慶
應

義
塾
大
学
病
院
が
建
ち
、

そ
の
持
て
る
力
を
十
二
分

に
発
揮
し
て
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
患
者
さ
ん
と
そ

の
家
族
に
恩
恵
が
届
き
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
と

り
も
ど
せ
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
私
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

実
現
に
向
か
っ
て
皆
さ

ん
、
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

お
金
あ
り
ま
せ
ん

中
野 

眞
佐
男（
55
回
）

け
い
ゆ
う
病
院
産
婦
人
科
参
事

2015 連合三田会大会
10
月
25
日
、日
吉
に
て
開
催

慶
應
医
学
部
１
０
０
周
年
に
向
け
た

4
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
取
り
組
み

本
館
臨
床
講
堂
・
7
号
棟
な
ど
の
解
体
工
事
に
着
手

Ｊ
Ｓ
Ｒ
新
研
究
棟
建
築
・
運
営

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

第
１
回

細
胞
組
織
学
教
授　

松
尾 

光
一（
65
回
）

講
演
会
参
加
者
た
ち

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

ミ
ョ
ー
コ
ー
さ
ん
が
人
気
の
赤
倉
山
荘
ブ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
外
観
イ
メ
ー
ジ

解
体
中
の
臨
床
講
堂

解
体
中
の
7
号
棟
（
昭
和
29
年
竣
工
）

1
階
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
上
）
と
実
験
室
（
下
）
イ
メ
ー
ジ

平
成
27
年
度

三
四
会
全
国
支
部
長
会
開
催

＝11月の進捗状況＝

新 病 院 棟
Ⅱ期棟エリア解体

短
期
集
中
連
載

鈴
木
君
の
エ
ー
ル
の
下
「
若
き
血
」
を
高
唱

尾
関
君
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶

支
部
長
代
表
の
八
十
島
君


